
【2026 年度 日本薬科大学】 
 
教育方針 
卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー：DP） 
 
日本薬科大学は、建学の精神に基づき、医療・健康・生命科学分野において社会に貢献で 
きる人材の育成を目的とし、薬学・薬科学・医療ビジネスをはじめとする専門教育を通じ 
て、実践力と倫理観を備えた職業人の養成を行っている。 
本学は、各学部・学科の使命に応じて定める修業年限を満たし、所定の単位を修得し、各 
学部・学科が卒業時に求める資質・能力を修得したと認められた者、かつ、次に掲げるこ 
とを生涯にわたって追求できる者に対して、卒業を認定し、学士の学位を授与する。 
① 幅広い教養と専門的知識 

人文・社会科学および自然科学に関する基礎的理解に立脚し、各専門分野における体系
的な知識を継続的に探求する。 

② 医療・健康分野における実践力 
医療・健康・生命科学に関する理論と技術を統合し、現場において実践的、かつ、適切に
判断・行動する。 

③ 倫理観と責任感 
医療人・専門職として高い倫理観と公共性を有し、法令を遵守し、社会的責任を果たす。 

④ 課題解決力と分析力 
現代社会における医療・健康・産業に関わる課題を発見し、科学的・論理的に分析し、解
決策を構想する能力を発揮する。 

⑤ コミュニケーション能力と協働性 
多職種連携の重要性を理解し、他者を尊重しながら対話・協働する。 

⑥ 生涯にわたって学び続ける姿勢 
急速に進展する医療・生命科学の分野に対応するため、自ら学び続け、自己研鑽する。 

⑦ 日本薬科大学の独自性 
統合医療・健康科学の視点を理解し、科学的根拠に基づく医療判断ができる素養を備え、
人々の QOL 向上と地域社会の発展に貢献する。 

 
本学の各学部・学科は、この方針に基づき、それぞれの専門分野の特性を踏まえたディプ 
ロマ・ポリシー（DP）を定め、大学全体としての人材育成方針との整合性を保ちながら教 
育課程を編成・実施する。また、本学は、各学部・学科におけるディプロマ・ポリシーの 
達成状況を、学修成果の評価および内部質保証の取組を通じて検証し、大学全体としての 
教育の質保証を図る。 
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